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古代文字資料館発行『KOTONOHA』第 284 号（2026 年 7 月） 

 

『清話問答四十條』の漢語語彙（2） 

 

竹越 孝 

 

（承前） 

 

3. 数詞 

3.1 不定数 

 “幾” 

 不定数を表す“幾”は 2 例用いられており，いずれも量詞とともに名詞

を修飾する。 

 満洲語では形容詞 udu（いくつの，いくつかの）に対応するもの，形容

詞 ineku（もとの，くだんの）に対応するものが各 1 例である。 

 （1） 還要嘗幾個餛飩扁食呢（24b3-4）〈udu〉 

 （2） 不過是記幾句聖賢的話（31b3-4）〈ineku〉 

 

 “些” 

 “些”は 7 例用いられている。うち“些兒”の形が 3 例で，その内訳は

動詞に後置するものが 2 例，形容詞に後置するものが 1 例である。また，

“有些”の形で名詞を修飾するものが 3 例ある。 

 満洲語では，“些兒”と“有些”で副詞 majige（少し，些か）に対応す

るものが各 1 例あるほかは，特に対応する語彙を持たない。 

 （1） 粗懂得些兒（5a2）〈muwašame〉 

 （2） 或者還好些兒哩（5a4-5）〈majige〉 

 （3） 但是今日有些小事（16b4-5）〈majige〉 

 （4） 用些飯罷（23b3）〈jefu〉 

 

 “些須” 

 “些須”は 1 例用いられており，“的”を伴って連体修飾語となる。 

 満洲語では，形容詞 heni tani（ほんの少し，わずか）が対応する。 

 （1） 些湏的喫食東西（27a5）〈heni tani〉 

 

 “些微” 
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 “些微”は 1 例用いられており，連体修飾語となる。 

 満洲語では，擬態語 ser に動詞 sembi の連体形 sere が後続する ser sere

（わずかな，細かい）に対応する。 

 （1） 阿哥我給你送的些微東西（49b2）〈ser sere〉 

 

 “一點” 

 “一點”は 3 例用いられており，いずれも連用修飾語となる。 

 満洲語ではいずれも形容詞 heni（少し，わずか）に対応する。 

 （1） 一點不大様（17b4-5）〈heni〉 

 （2） 一點也不拘執（55a3）〈heni〉 

 

3.2 序数 

 “頭” 

 第一の意味を表す“頭”は 2 例用いられており，いずれも“等”を伴う。 

 満洲語ではいずれも名詞 uju（頭，最初）が対応する。 

 （1） 是頭等的獃子（36a5）〈ujui〉 

 （2） 世間頭等的聰明伶俐（40a2）〈uju jergi〉 

 

3.3 連鎖 

 “一～一…” 

 “一～一…”の連鎖句が 1 例用いられており，述語となる。 

 満洲語では特に形式として対応する語彙はない。 

 （1） 但是俗語説的一来一徃（25a3-4）〈karu de karu〉 

 上の karu de karu は「報いには報い」の意である。 

 

 “一～兩…” 

 “一～兩…”の連鎖句が 2 例用いられており，述語となる。 

 満洲語では，いずれも“一”に数詞 emgeri（一度，一回）が，“二”に

数詞 juwe（二）がそれぞれ対応する。 

 （1） 一争兩醜（44a1）〈emgeri/juwe〉 

 （2） 一讓兩有（44a2）〈emgeri/juwe〉 

 数詞 emgeri は一を表す emu が接尾辞の -geri を伴う形である。 

 

 “千～萬…” 

 “千～萬…”の連鎖句が 1 例用いられており，述語となる。 
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 満洲語では，“千”に数詞 mingganggeri（千度，千回）が，“万”に数詞

tumenggeri（一万回）がそれぞれ対応する。 

 （1） 只是千忍萬忍（40a4-5）〈mingganggeri/tumenggeri〉 

 上と同様に，接尾辞の -geri を伴う形である。 

 

4. 量詞 

4.1 重複形式 

 量詞の重複形式として，“件件”と“種種”が各 1 例用いられている。 

 満洲語では，いずれも形容詞 eiten（すべての，一切の）が与位格語尾 -

de を伴う eiten de（すべてにおいて）の形が対応する。 

 （1） 件件都從容（8a5）〈eiten de〉 

 （2） 種種都不濟（47b1-2）〈eiten de〉 

 

4.2 動量詞 

 “遭” 

 動作の回数を数える“遭”が 2 例用いられており，いずれも“遭兒”の

形を取る。 

 満洲語では，接尾辞 -geri（～度，～回）に対応するもの，名詞 mudan

（～度，～回）に対応するものがそれぞれ 1 例である。 

 （1） 一遭兒當百遭兒（39a3-4）〈emgeri〉 

 （2） 一遭兒當百遭兒（39a3-4）〈mudan〉 

 

5. 形容詞 

5.1 重複形式 

 AABB 型の重複形式として“匆匆忙忙”が 1 例用いられており，“的”

を伴って連用修飾語となる。 

 満洲語では擬態語 fusu fasa（せかせか，てんやわんや）が対応する。 

 （1） 匆匆忙忙的被事情纏繞住（39a5-39b1）〈fusu fasa〉 

 

5.2 程度補語 

 “～的狠” 

 “～的狠”の形が 2 例用いられており，いずれも形容詞に後置する。 

 満洲語では，副詞 umesi（極めて，大いに）に対応するもの，特に対応

する語彙を持たないものが各 1 例である。 

 （1） 文章上好的狠（5b4-5）〈umesi sain〉 
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 （2） 阿哥你眼熟的狠（16a2）〈takara adali〉 

 上の（2）は「知っているようだ」の意であり，程度を表すものではな

い。 

 

5.3 比較 

 “如” 

 比較に用いる副詞，介詞や動詞等は本節で取り上げる。 

 同動詞“如”が否定の形で 2 例用いられており，相対的平比を表す。 

 満洲語では，いずれも isimbi（足りる，及ぶ）の否定形が対応する。 

 （1） 話多不如話少（43a5）〈isirakū〉 

 

 “更” 

 絶対的差比を表す副詞の“更”は 2 例用いられている。 

 満洲語では，副詞 ele（ますます，いよいよ）に対応するもの，副詞 geli

（なお，また）に対応するものが各 1 例である。 

 （1） 更難収斂了（37a3）〈ele〉 

 （2） 撒放的更不乾浄（7b2）〈geli〉 

 

 “於” 

 相対的差比を表す介詞“於”が 1 例用いられており，古代語式（A 式），

“（X＋）形容詞＋於＋Y”の形を取る。 

 満洲語では奪格語尾 -ci に対応する。 

 （1） 不亞於古人（50a5-50b1）〈ci〉 

 

 “比” 

 相対的差比を表す介詞の“比”は 1 例用いられ，現代語式（B 式），“（X

＋）比＋Y＋形容詞”の形を取る。 

 満洲語では奪格語尾 -ci に対応する。 

 （1） 比先前狠發福了（15a1-2）〈neneheci〉 

 

5.4 漸層 

 “越發” 

 “越發”が 3 例用いられており，いずれも形容詞を修飾する。 

 満洲語では，副詞 ele に対応するもの，副詞 elemangga（かえって，ま

すます）に対応するもの，特に対応語彙を持たないものが各 1 例である。 
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 （1） 越發遠了（27b2）〈ele〉 

 （2） 越發張羅了（23a2-3）〈elemangga〉 

 （3） 越發不堪了（30b1）〈ombi kai〉 

 

6. 動詞 

6.1 接辞 

 “打” 

 “打”は 12 例用いられており，うち名詞的成分を伴うものが 8 例，動

詞的成分を伴うものが 4 例である。動詞的成分を伴う 4 例では，“打發”

が 2 例，“打闘”と“打量”が各 1 例である。 

 満洲語では，いずれも“打”に対応する語彙はなく，それぞれ単独の動

詞に対応する。 

 （1） 只是有吐信子打袖子的毛病（7b5）〈tabcilabure〉 

 （2） 先打個底兒（21b4）〈fere gidaki〉 

 （3） 想必常打圍罷（52b4-5）〈abalambi〉 

 （4） 灌醉了纔打發去的（20b2-3）〈unggihe〉 

 （5） 並非挑唆你與人打闘（42a3-4）〈ehelekini〉 

 （6） 你打量我眼皮兒薄（48a3-4）〈niowanggiyan〉 

 

 “見” 

 一般には結果補語として扱われるものだが，本節で取り上げる。 

 “見”は 16 例用いられており，うち“聽”に後続するものが 13 例，

“遇”に後続するものが 2 例，“看”に後続するものが 1 例である。 

 満洲語では，いずれも“見”に対応する語彙はなく，“聽見”の 13 例は

すべて動詞 donjimbi（聞く）の諸活用形に対応し，“遇見”の 2 例は動詞

tuwambi（見る）と ucarambi（出会う，めぐり合う）の諸活用形，“看見”

は sabumbi（見える）の活用形に対応する。 

 （1） 但目下不曽聽見學的是何等本事（1a4-5）〈donjire〉 

 （2） 聽見的久了（16b2）〈donjiha〉 

 （3） 聽見你越等陞了（27b1）〈donjifi〉 

 （4） 沒有聽見嗎（36b4）〈donjihakūn〉 

 （5） 遇見什麽就講給知道（6a1-2）〈tuwame〉 

 （6） 纔得遇見（16b3）〈ucarafi〉 

 （7） 竟像不曽聽見不曽看見的一様（55a5-55b1）〈sabuhakū〉 
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6.2 重複形式 

 “AA” 

 “AA”型重複形式としては 4 例，“問問”が 2 例，“嘗嘗”と“説説”

が各 1 例用いられる。 

 満洲語では重複形式そのものに対応する語彙はないが，“問問”の 1 例

と“嘗嘗”は動詞の希望形に対応している。 

 （1） 不知道的問問（5a3）〈fonjime〉 

 （2） 倒要問問（55b1-2）〈dacilaki〉 

 （3） 収拾了嘗嘗（26b2）〈angga isiki〉 

 

 “ABAB” 

 “ABAB”型重複形式としては 1 例，“提白提白”が否定形で用いられ

ている。 

 満洲語では，重複形式そのものに対応する語彙はなく，動詞 jombumbi

（話しかける，持ち出す）の否定形が対応している。 

 （5） 覺着不提白提白（42b3）〈jomburakū〉 

 

 “A 一 A” 

 “A 一 A”型重複形式としては 3 例，“難一難”，“擾一擾”と“走一走”

が各 1 例用いられている。 

 満洲語では，重複形式そのものに対応する語彙はないが，“難一難”は

ゼロ語尾の命令形，“擾一擾”は希望形に対応している。 

 （1） 我難一難你着（8b5）〈mohobuki〉 

 （2） 現成的東西擾一擾（21b2-3）〈ulebu〉 

 （3） 爲何不全信到那裏走一走呢（39a1-2）〈genehekū〉 

 

6.3 同動詞 

 “如” 

 類似を表す“如”が 1 例用いられているが，文語的な表現である。 

 満洲語では形容詞 adali（～と同じ，～のようだ）が対応する。 

 （1） 日月如梭（3b1-2）〈adali〉 

 

 “如同” 

 類似と同一の中間にあるとされる“如同”が 1 例用いられている。 

 満洲語では後置詞 gese（～のような，～のように）が対応する。 
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 （1） 思念的時節見信如同見靣了（27b4）〈gese〉 

 

 “像” 

 類似を表す“像”は 3 例用いられ，うち 2 例が“倒像”，1 例が“竟像”

の形を取る。また，2 例は“一様”が後続する。 

 満洲語では，“倒像”が副詞 aimaka（多分，恐らく）に対応し，“竟像”

が副詞 fuhali（ことごとく，全く）に対応する。 

 （1） 倒像無事的一様（31a4-5）〈aimaka〉 

 （2） 倒像是狠好（55a3-4）〈aimaka〉 

 （3） 竟像不曽聽見不曽看見的一様（55a5-55b1）〈fuhali〉 

 なお，“像”を受ける“一様”に対して，（1）では形容詞 adali が，（3）

では後置詞 gese が対応する。（2）には次の句で“様子”が後続し，後置

詞 gese が対応する。 

 

6.4 助動詞 

6.4.1 可能 

 “能” 

 “能”は 22 例用いられており，うち肯定の“能”が 12 例，否定の“不

能”が 10 例である。 

 満洲語では，肯定の 12 例の中で動詞 mutembi（できる，よくする）の

諸変化形に対応するものが 10 例あり，うち 9 例は動詞の不定形 -me に後

続する。その他，-me に後続する動詞 bahanambi（できる，わかる）の変

化形に対応するもの，動詞の条件形 -ci に後続する動詞 ombi（なる，でき

る）に対応するものが各 1 例である。 

 （1） 能射馬箭嗎（7b5）〈mutembio〉 

 （2） 草字想来你是能冩的（8b5-9a1）〈mutembi〉 

 （3） 能忍人之不能忍（40a5-40b1）〈muteci〉 

 （4） 阿哥你纔是箇能辦事的人（31a1）〈mutere〉 

 （5） 不是一言能盡的（1b4-5）〈muterakū〉 

 （6） 鮮能知味也（22a2-3）〈bahanarangge〉 

 （7） 能照物（31b5-32a1）〈ombi〉 

 否定の 10 例はいずれも mutembi の否定形 muterakū に対応し，そのうち

9 例は動詞の不定形 -me に後続する。 

 （8） 人不能替你用力（3b2-3）〈muterakū〉 

 （9） 一時不能忍耐（47a1）〈muterakūngge〉 
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 （10） 固是不能（48b1）〈muterakū〉 

 上の（4）と（10）が動詞に後続しない例である。 

 

 “能彀” 

 “能彀”は 11 例用いられており，うち“可以能彀”の形が 1 例ある。 

 満洲語では，動詞 mutembi の諸変化形に対応するものが 10 例，特に対

応する語彙を持たないものが 1 例ある。mutembi の諸変化形に対応するも

ののうち，7 例は動詞の不定形 -me に後続し，3 例は動詞に後続しない。

動詞に後続する 7 例のうち，先行する動詞が ombi（なる，できる）の不

定形 ome である場合が 4 例ある。 

 （1） 凡百的都可以能彀透徹（2b3-4）〈mutere〉 

 （2） 能彀這様敢情好哩（29b3-4）〈muteci〉 

 （3） 是怎麽能彀把心拿的這様定（55b1-2）〈mutehe〉 

 （4） 不是容易能彀的呢（13b4）〈muterakū〉 

 （5） 能彀的人（40b2）〈mutere〉 

 （6） 我並非是説自己能彀莊重（36a2-3）〈ujen fisin〉 

 上の（5）が動詞に後続しない例である。 

 

 “會” 

 “會”は 10 例用いられており，うち肯定の“會”が 8 例，否定の“不

會”が 2 例である。 

 満洲語では，肯定の 8 例の中で動詞 bahanambi（できる，わかる）の諸

変化形に対応するものが 7 例，形容詞 mangga（難しい，うまい）に対応

するものが 1 例ある。bahanambi の諸変化形に対応するもののうち，4 例

は動詞の不定形 -me に後続し，3 例は動詞に後続しない。 

 （1） 阿哥你會説滿洲話嗎（3a2）〈bahanambio〉 

 （2） 會飲的（23a5）〈bahanarangge〉 

 （3） 你會割肉嗎（24a3）〈bahambio〉 

 （4） 是滿洲們分内必該會的（3a4-5）〈bahanaci〉 

 （5） 會聞香（53b1）〈mangga〉 

 否定の 2 例はいずれも bahanambi の否定形 bahanarakū に対応し，動詞

の不定形 -me に後続するものとしないものが各 1 例である。 

 （6） 這兩様字不會冩（9a2-3）〈bahanarakū〉 

 （7） 雖然不會割（24a3）〈bahanarakū〉 

 上の（4）と（7）が動詞に後続しない例であるが，（7）は前の句である



71 

 

（3）を受けた表現であり省略されたものと見てよい。 

 

 “可以” 

 “可以”は 2 例用いられており，うち“可以能彀”の形が 1 例ある。 

 満洲語では，“可以能彀”の例が動詞 mutembi の変化形に対応し，他の

1 例は動詞の条件形 -ci に後続する動詞 ombi の変化形に対応する。 

 （1） 可以寬恕嗎（38a5）〈ojoroo〉 

 

 “得” 

 助動詞としての“得”は 6 例用いられている。 

 満洲語では，動詞 bahambi（できる，わかる）の先行形 bahafi に対応す

るものが 1 例，“怎得”の形で ainambahambi（どうしてできる）の先行形

ainambahafi に対応するものが 1 例あるほかは，“得”そのものに対応する

語彙はない。 

 （1） 也沒得喫（21a3）〈bahafi jekekū〉 

 （2） 怎得明白呢（45a3）〈ainambahafi〉 

 （3） 知識何以得長（2a3-4）〈nonggibumbi〉 

 （4） 纔得遇見（16b3）〈ucarafi〉 

 

 “使得” 

 “使得”が 4 例，否定の“使不得”が 3 例用いられており，いずれも述

語として用いられる。 

 満洲語では，“使得”の 4 例はいずれも動詞 ombi の諸変化形に対応し，

動詞の条件形 -ci に後続する。 

 （1） 當靣數落使得（38b2）〈ombi〉 

 （2） 強泒着筭作謊謬使得麽（45a1）〈ombio〉 

 （3） 給一對使得嗎（54a2-3）〈ojoroo〉 

 “使不得”の 3 例はいずれも動詞 ombi の否定形 ojorakū に対応し，同

じく動詞の条件 -ci に後続する。 

 （4） 若不練熟使不得呢（3a5-3b1）〈ojorakū〉 

 （5） 又要推故粧假使不得呢（25b5-26a1）〈ojorakū〉 

 

6.4.2 義務・当然 

 “該” 

 “該”は 6 例用いられており，うち“該～纔是”の形が 1 例ある。 
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 満洲語では，動詞の acambi（合う，会う）の諸変化形に対応するものが

5 例，特に対応する語彙のないものが 1 例である。acambi の諸変化形に対

応するものは，いずれも動詞の条件形 -ci に後続する。 

 （1） 是滿洲們分内必該會的（3a4-5）〈acarangge〉 

 （2） 武偹上也該留心習學（6b1-2）〈acambi〉 

 （3） 該罰你纔是（52b2）〈acambi〉 

 （4） 知道該念書（4a4-5）〈hūlara〉 

 

6.4.3 必要 

 “要” 

 助動詞としての“要”は 17 例用いられており，うち“要肯”の形が 1

例ある。 

 満洲語では，sembi（～という，～と思う）の諸変化形に対応するもの

が 8 例，動詞 buyembi（欲する，願う）の変化形に対応するもの，動詞

acambi に対応するものが各 2 例，動詞の希望形語尾 -ki に対応するもの，

条件形語尾 -ci に対応するものが各 1 例，特に対応する語彙を持たないも

のが 3 例である。sembi の諸変化形に対応するものは，いずれも動詞の希

望形 -ki に後続し，acambi に対応するものは，いずれも動詞の条件形 -ci

に後続する。 

 （1） 阿哥你要取功名（14a1）〈seci〉 

 （2） 我要喫那燎毛的（24a2）〈sembi〉 

 （3） 他還要從傍看笑聲兒呢（43a1-2）〈sere〉 

 （4） 是要聽我的道聽途説嗎（55b3-4）〈sembio〉 

 （5） 要喫甜的（6b4）〈buyeci〉 

 （6） 更要知道人也要擇咱們（18b5-19a1）〈acambi〉 

 （7） 倒要問問（55b1-2）〈dacilaki〉 

 （8） 要肯窮究那箇理（2a1-2）〈mohobuci〉 

 （9） 即如咱們知道要擇人（18b4-5）〈sonjoro〉 

 （10） 又要推故粧假使不得呢（25b5-26a1）〈antaharara〉 

 なお，sembi の変化形の中では条件形の seci が 2 例あり，buyembi の変

化形はいずれも条件形の buyeci である。意欲を表す助動詞“要”が仮定

に転じたのは清代とされ（太田 1958：336），それを反映しているように

見える。 

 

6.4.4 意欲 
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 “肯” 

 “肯”は 6 例用いられており，うち否定の“不肯”が 1 例，“要肯”の

形が 1 例ある。 

 満洲語では，形容詞 mujangga（その通りだ，当然だ）に対応すると思わ

れる 1 例を除き，“肯”そのものに対応する語彙はない。 

 （1） 肯容讓嗎（38a2）〈mujanggao〉 

 （2） 若不肯用心（2a3）〈baitalarakū〉 

 （3） 果肯開心見腸（34a3）〈gisureme〉 

 

 “願意” 

 “願意”は 1 例用いられており，否定の形を取る。 

 満洲語では形容詞 cihakū（願わしくない，欲しない）が対応する。 

 （1） 我不願意聽（44b4）〈cihakū〉 

 

 “願” 

 “願”は 1 例用いられている。 

 満洲語では動詞 buyembi の連体未来形 buyere が対応する。 

 （1） 願給我們作個規模様子（10b4-5）〈buyere〉 

 

 “愛” 

 助動詞としての“愛”は 1 例用いられている。 

 満洲語では動詞の希望形 -ki に後続する動詞 sembi が対応する。 

 （1） 你纔愛與他相與呢（17b2-3）〈sembikai〉 

 ただし，動詞の希望形 guculeki（交友したい）の前には動詞 buyembi の

不定形 buyeme（欲して，願って）があり，そちらに対応するとも考えら

れる。 

 

6.4.5 被動 

 “見” 

 被動を表す“見”は 3 例用いられ，“見怪”が 2 例，“見愛”が 1 例であ

る。 

 満洲語では，“見怪”の場合，形容詞 ehe（悪い）や動詞 ushambi（恨む，

憎む）の不定形に動詞 gūnimbi（思う，考える）が後続した形に対応し，

“見愛”の場合，動詞 gosimbi（愛する，慈しむ）に対応する。 

 （1） 別説是給你釘子掽了見恠（37b2-3）〈ehe gūnire〉 
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 （2） 不要見怪（41a3-4）〈ushame gūnire〉 

 （3） 反不是見愛的意思了（51a4）〈gosire〉 

 いずれも“見”が被動を表しているようには見えない。 

 

6.4.6 難易・適否 

 “難” 

 助動詞としての“難”は 2 例用いられている。 

 満洲語では，いずれも形容詞 mangga（難しい，困難な）が対応し，い

ずれも動詞の未来形 -ra/-re/-ro が与位格語尾 -de を伴う形に後続する。 

 （1） 更難収斂了（37a3）〈mangga〉 

 

 “容易” 

 助動詞としての“容易”は 2 例用いられている。 

 満洲語では，いずれも形容詞 ja（簡単な，易しい）に与位格語尾 -de を

付し形が対応する。 

 （1） 不是容易能彀的呢（13b4）〈ja de〉 

 

 “好” 

 助動詞としての“好”は 8 例用いられており，“怎好”が 1 例のほか，

すでに語彙化していると思われる“好喫”も 1 例ある。 

 満洲語では，“怎好”の場合，疑問詞 ai に hendu-（言う，話す）の連体

未来形 hendure が後続した ai hendure が対応しているほか，副詞 absi（ど

こに，なんと）に対応するものが 2 例，形容詞 ja（易しい，容易だ）に対

応するもの，形容詞 amuran（好む，好きな）に対応するものが各 1 例あ

る。他は特に“好”のみに対応している語彙はない。 

 （1） 怎好又擾呢（25a5）〈ai hendure〉 

 （2） 好沒趣（39b1）〈absi〉 

 （3） 阿哥只是我好説話兒（37b5）〈ja〉 

 （4） 才幹本事上是好學的（9b5）〈amuran〉 

 （5） 好喫的地方還知道（24a4）〈icangga〉 

 

（待続） 

 


